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災害時対応におけるポイント 

元 東京海上火災保険株式会社 取締役神戸支店長 瀬尾 征男 

 

１．災害時対応におけるポイント 

 ①トップの重要性 

 ②情報の重要性 

 ③現場主義 
 

（１）トップの重要性 

 ・心身ともに健全なトップ 

 ・現場に立つトップ 

 ・信頼され、人間性のあるトップ 

 ・責任を持ち、勇気ある決断（決めたらすぐ実行）のできるトップ 

  －決断は、人間の知・情・意の全てに深く関わり合う 

 

（２）情報の重要性 ・・・ 情報は採りに行くもの 

 ・情報がなければ、何もできない 

  －情報の本質は、視・聴・嗅・味・触の五感+想像力 

 ・情報は双方向 

  Information（客観的事実） ⇔ intelligence（評価・分析を加えた判断） 

 ・情報は、できるだけ共有化する 

 

（３）現場主義 

 ・動きながら考えることの大切さ 

 ・現場を知る三つの効用 －中坊公平氏－ 

  １）物事の本質は現場で見えること 

  ２）人を説得できること（現場経験があれば迫力が生まれる） 

  ３）カン（人間は大なり小なり決断しなければならず、その時の羅針盤は本ではなく自分の体験か

ら培ったカンしかない） 

 ・最高のアイデアは、常に現場から生まれる －ジャック・ウェルチ－ 

 

２．危機管理の大原則 

 

 自分のリスク(命)は自分で守る 

  ■自分で考え自分で行動し、その責任は自分で持つ 

 

 一人では生きていけない(仲間が大切だ) 

  ■家族の重要性 

  ■日常の活動とネットワークの大切さ 

 

 平時が重要だ 

  ■日常からリスク管理をする習慣を身につけておかなければいざという時に間に合わない 

 

以上 


































































